




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































７）面積比率はすべてDeneba Canvas version 6.0.1を
使用して算出した。
８）宝冠の鳥翼型宝飾に関しては，林良一「サーサン
朝王冠宝飾の意義と東伝｣（『美術史』28号，美術
史学会，1958年），同『シルクロード』（美術出版
社，1962年）および山本謙治「古代美術の頭飾に
みる翼モティーフの造形」（『博物館学年報』21号，
同志社大学博物館学芸員課程，1989年）を参照さ
れたい。
９）四天王像宝冠の場合では，鍵穴形の実際に感じる
大きさの印象は，基幹部⑤に対する割合ではなく，
翼を合わせた全体に比較して感じられるものであ
ろうから，①～⑦の全体面積に対する比率を算出
して28％とした。
10）石田幹之助「飛鳥・奈良両朝時代とイラン文化」
（『大和文華』２号，大和文華館出版部，1951年）
および林良一前掲論文，前掲書。
11）久野健『古代小金銅仏』（小学館，1982年），松原
三郎『小金銅仏』（東京美術，1979年），佐藤昭夫
『法隆寺献納金銅仏』（講談社，1975年）より収集。
紙面の都合で一覧表は省略する。
12）千沢，前掲書，第１図・第２図，７ページ。
13）これは両者を同一系統上のものとしての判断であ
る。観松院像の鍵穴形円形部の方が蓮華文の抽象
化が進展していることは明らかであるが，これが
もし房飾りをもつ別種の鍵穴形装飾の展開である
ならば，両者の前後は決しがたい。
14）林良一，前掲論文参照。
15）①銅造菩薩立像　扶余窺岩里新里出土　国立扶余
博物館蔵
②金銅菩薩立像　扶余軍守里廃寺出土　国立中央
博物館蔵
③金銅弥勒半跏像　国立中央博物館蔵
以上，久野健『古代朝鮮仏と飛鳥仏』（東出版，
1979年）図版18・15・74。
（2001年５月11日受理）
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